（Ａ４）
略　　　　　歴　　　　　書

	住所
	　　　　　　　　　　　　　　　   電話番号 （　　  　 　）　　　　 　―　　　　

	（フリガナ）
氏名
	
	生年月日
	　　　　  　　年　    　月　  　　日

	職名
	
	登録番号
	　　　　    　―

	職歴
	期　　   間
	従　 事　 し 　た 　職　 務　 内 　容

	
	自　　  年  　月  　日
至　　  年    月  　日
	

	
	自　　  年  　月  　日
至　　  年    月  　日
	

	
	自　　  年  　月  　日
至　　  年    月  　日
	

	
	自　　  年  　月  　日
至　　  年    月  　日
	

	
	自　　  年  　月  　日
至　　  年    月  　日
	

	
	自　　  年  　月  　日
至　　  年    月  　日
	

	
	自　　  年  　月  　日
至　　  年    月  　日
	

	
	自　　  年  　月  　日
至　　  年    月  　日
	

	
	自　　  年  　月  　日
至　　  年    月  　日
	


上記のとおり相違ありません。

　　

　 　令和　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　　　　氏名　
【記入上の注意】
１　代表者、取締役・監査役（これに準ずる者）、政令で定める使用人、専任の宅地建物取引士、顧問、
　　相談役について作成すること。（常勤・非常勤の別まで記入）
２　＜「職名」欄について＞　職名について記載すること（上記参照）
３　＜「職歴」欄について＞　現在に至るまで（過去１０年程度）を正しく詳細（年月日まで）に記載し、
　　「従事した職務内容」は会社・事業者名と勤務内容まで記載すること。
４　事実と異なる記載がなされた場合、宅地建物取引業法に基づく監督処分の対象となり得ます。
ご注意ください。
